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(57)【要約】
【課題】側部を上下に重ねて複数枚を並設しつつ、裏側
への雨水の浸入を防止することのできる屋根板材の提供
。
【解決手段】下地材２で支持する複数枚の屋根板材３を
並設する。下側側部４及び上側側部５を上下に重ねて重
ね部６を構成する。下側側部４に、下側側部４及び上側
側部５の間に浸入した雨水を流し込む排水溝７を形成す
る。万一、経年劣化などによって重ね部６に隙間ができ
た際、その隙間に浸入した雨水を排水溝７で受けて屋根
板材３の裏側への浸入を防止する。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下地材で支持して屋根構造を構成する屋根板材であって、側部を上下に重ねて重ね部を
構成しつつ複数枚を並設するよう設定され、前記側部のうちの下側に重ねられる下側側部
に、前記重ね部における上下の側部の間に浸入した雨水を流し込む排水溝が形成されたこ
とを特徴とする屋根板材。
【請求項２】
　前記排水溝は、前記側部のうちの上側に重ねられる上側側部で密閉状態に覆われたこと
を特徴とする請求項１に記載の屋根板材。
【請求項３】
　前記下側側部に、排水溝よりも中央側から上向きに突出して上側側部を支持する支持突
片が形成され、該支持突片の先端を側方から覆うよう、前記上側側部の側縁部が下向きに
折曲され、前記支持突片と前記上側側部の側縁部とに間に、毛細管現象による重ね部への
雨水の浸入を阻止する隙間が形成されたことを特徴とする請求項１又は２に記載の屋根板
材。
【請求項４】
　前記上側側部の近傍が下地材にボルト締結されたことを特徴とする請求項１、２又は３
に記載の屋根板材。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の屋根板材が下地材で支持されると共に、複数枚の前記
屋根板材がその側部を上下に重ねて重ね部を構成しつつ並設されたことを特徴とする屋根
構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数枚を並設しつつ下地材で支持して屋根構造を構成する屋根板材に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、屋根構造は、屋根材を下地材で支持して構成されることが多く、その屋根材と
して、例えば、比較的に厚くて剛性の大きい複数の屋根材をその端面を嵌合させるなどし
て接続し、一枚の大型の屋根材に構成することがある。
【０００３】
　ただ、厚くて剛性の大きい屋根材の端面を嵌合させるなどして接続することにより、屋
根材を誤って接続した際や、補修する際に、その接続を取り外すのが難しくなりやすく、
しかも、施工誤差などによるずれを屋根材の接続部分で吸収することができない。
【０００４】
　これに対し、例えば図５（特許文献１）に示すように、比較的に薄い複数枚の屋根板材
１０１をその板幅方向に並設しつつ下地材１０２で支持するものとし、さらに、屋根板材
１０１の側部１０３、１０４を上下に重ねるようにして順に配置することが考えられる。
この構造により、屋根板材１０１を必要に応じて比較的に容易に取り外すことができると
共に、施工誤差などによるずれを屋根板材１０１の接続部分で吸収することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－２１０１７７（段落００１６～００１８、図４、５）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、屋根板材の側部を上下に重ねた構造では、万一、経年劣化などにより、重ね
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部に隙間ができたような場合には、その隙間に雨水が吹き込むなどして、屋根板材の裏側
に雨水が浸入するおそれがある。
【０００７】
　本発明は、側部を上下に重ねて複数枚を並設しつつ、裏側への雨水の浸入を防止するこ
とのできる屋根板材の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明に係る屋根板材は、下地材で支持して屋根構造を構
成するものであり、側部を上下に重ねて重ね部を構成しつつ複数枚を並設するよう設定し
、側部のうちの下側に重ねる下側側部に、重ね部における上下の側部の間に浸入した雨水
を流し込む排水溝を形成したものである。
【０００９】
　上記構成によれば、屋根板材の側部を上下に重ねて複数枚を並設するので、屋根板材を
必要に応じて比較的に容易に取り外すことができると共に、施工誤差などによるずれを屋
根板材の重ね部で吸収することができる。しかも、下側側部に、重ね部に浸入した雨水を
流し込む排水溝を形成するので、万一、経年劣化などによって重ね部に隙間ができ、上下
の側部の間に雨水が吹き込むなどしたとしても、その雨水を排水溝で受けることができる
。これにより、例えば屋根板材の隙間を覆う別部材のカバーを設けることなく、屋根板材
の側部を上下に重ねただけの簡単な構成により、屋根板材の裏側への浸入を防止すること
ができる。
【００１０】
　また、排水溝を、側部のうちの上側に重ねる上側側部で密閉状態に覆うようにしてもよ
い。
【００１１】
　この構成によると、排水溝を密閉状態に覆うので、大量の雨水が重ね部に浸入して排水
溝に流れ込んだとしても、その雨水がさらに排水溝から溢れて屋根板材の裏側に浸入する
のを防止することができる。
【００１２】
　また、下側側部に、排水溝よりも中央側から上向きに突出して上側側部を支持する支持
突片を形成し、この支持突片の先端を側方から覆うよう、上側側部の側縁部を下向きに折
曲し、支持突片と上側側部の側縁部とに間に、毛細管現象による重ね部への雨水の浸入を
阻止する隙間を形成するようにしてもよい。
【００１３】
　この構成によると、下側側部のうちの排水溝よりも中央側に支持突片を形成するので、
支持突片により、屋根板材の表側の雨水が排水溝に流れ込むのを阻止することができ、し
かも、上側側部の側縁部を下向きに折曲して支持突片の先端を側方から覆うので、支持突
片の先端と上側側部との接触部位に雨水が吹き付けられて浸入するのを阻止することがで
きる。さらに、支持突片と上側側部の側縁部とに間に十分な大きさの隙間を形成して毛細
管現象を阻止するので、下向きに折曲した上側側部の側縁部に沿って雨水が浸入するのを
防止することができる。
【００１４】
　また、上側側部の近傍を下地材にボルト締結するようにしてもよい。
【００１５】
　この構成によると、下地材にボルト締結することによって、上側側部を下側側部に押し
付けて密着させることができ、重ね部への雨水の浸入を防止することができる。
【００１６】
　また、本発明は、上記の屋根板材を下地材で支持すると共に、複数枚の屋根板材をその
側部を上下に重ねて重ね部を構成しつつ並設した屋根構造を提供する。
【００１７】
　この構成によると、上記の屋根板材の構成を採用することによる効果と同様の効果を奏
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することができる。
【発明の効果】
【００１８】
　以上のとおり、本発明によると、複数枚の屋根板材の側部を上下に重ねて重ね部を構成
し、さらに、側部のうちの下側側部に、重ね部に浸入した雨水を流し込む排水溝を形成し
ている。これにより、屋根板材の取り外しを可能にすると共に、施工誤差などによるずれ
を屋根板材の重ね部で吸収することができ、しかも、重ね部に隙間ができたとしても、吹
き込んだ雨水を排水溝で受けて屋根板材の裏側に浸入するのを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明に係る屋根板材を備えた屋根構造の断面図
【図２】図１の要部拡大図
【図３】重ね部を構成する前の状態を示す断面図
【図４】図３の要部拡大図
【図５】従来の屋根構造の要部断面図
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明に係る屋根板材を実施するための形態について、図面を用いて説明する。
【００２１】
　図１、図２に示すように、屋根構造１は、下地材２で支持するよう複数枚の屋根板材３
を並設すると共に、互いに隣接する屋根板材３の側部４、５を上下に重ねて重ね部６を構
成したものであり、屋根板材３の側部４、５のうちの下側に重ねられる下側側部４に、重
ね部６における上下の側部４、５の間に浸入した雨水を流し込む排水溝７を形成したもの
である。
【００２２】
　下地材２は、例えば、断面Ｌ形でアルミニウム製の押出型材とされ、複数の下地材２が
間隔をあけて配置されて、この複数の下地材２に掛け渡すように屋根板材３が配置されて
いる。
【００２３】
　屋根板材３は、例えばアルミニウム製の帯板状とされ、下側側部４とされる一方の側部
４に、上方が開放された断面長方形の排水溝７が形成され、上側側部５とされる他方の側
部５の近傍に、屋根板材３を下地材２に締結するボルト８の頭部を保持するためのボルト
レール９が形成されている。排水溝７及びボルトレール９は、同じ突出高さで下側に突出
して下地材２に当接し、下地材２から所定の高さに屋根板材３を位置決めする。
【００２４】
　図３、４に示すように、複数の屋根板材３を下地材２で支持するには、まず、先の屋根
板材３を複数の下地材２に掛け渡して、上側側部５の近傍をボルト８で締結する。次いで
、隣接する屋根板材３を複数の下地材２に掛け渡して、その上側側部５で先の屋根板材３
の下側側部４を覆い、下地材２のボルト孔１０にボルト８を挿入して締結する。これによ
り、先の屋根板材３の下側側部４が下地材２に押し付けられて固定され、先の屋根板材３
が両側部４、５で下地材２に固定される。同様の手順で、複数の屋根板材３を順に固定し
ていくことにより、複数の屋根板材３が下地材２で支持される。
【００２５】
　下側側部４には、その排水溝７の両溝壁のうちの中央側の溝壁から上向きに突出して上
側側部５を支持する支持突片１１が形成されている。支持突片１１の先端は、例えばポリ
塩化ビニルなどの弾性体からなるシール材１２で覆われ、隣接する屋根板材３の上側側部
５との間をシールするようになっている。
【００２６】
　上側側部５は、支持突片１１の先端を乗り越える部位が上向きに突出し、支持突片１１
を乗り越えた側縁部が支持突片１１の先端を側方から覆うよう下向きに折曲され、支持突
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止する。支持突片１１と上側側部５の側縁部との間には、十分な大きさの隙間１３が形成
され、毛細管現象により、支持突片１１に沿って重ね部６に雨水が浸入するのを阻止して
いる。
【００２７】
　上側側部５の裏面には、ボルトレール９との間にわずかな間隔をあけて突条１４が形成
され、ボルトレール９と突条１４との間に下側側部４の排水溝７の側縁を係合させるよう
になっている。これにより、下側側部４に、隣接する屋根板材３の上側側部５を重ねて重
ね部６を構成した際、排水溝７を密閉状態に覆って、雨水が排水溝７から屋根板材３の裏
側に流れ出すのを阻止する。
【００２８】
　上記構成によれば、上側側部５の側縁部で支持突片１１の先端を側方から覆って、雨水
が直に吹き付けられるのを阻止し、支持突片１１と上側側部５の側縁部との間に十分な大
きさの隙間１３を形成して毛細管現象を防止し、さらに、支持突片１１の先端をシール材
１２で覆うので、支持突片１１の先端と上側側部５との間から重ね部６に雨水が浸入する
のを防止することができる。
【００２９】
　さらに、屋根板材３の下側側部４に排水溝７を形成するので、重ね部６に雨水が浸入し
たとしても、その雨水を排水溝７に流し込んで、屋根板材３の裏側に浸入するのを防止す
ることができる。さらに、上側側部５の近傍をボルト８で締結して下側側部４に押し付け
ると共に、ボルトレール９と突条１４との間に排水溝７の側縁を係合させて、上側側部５
で排水溝７を密閉状態に覆うので、排水溝７に流し込んだ雨水が屋根板材３の裏側に流れ
出すのを阻止することができる。
【００３０】
　なお、本発明は、上記の実施の形態に限定されるものではなく、本発明の範囲内におい
て、適宜変更を加えることができる。例えば、下側側部４に排水溝７を形成していればよ
く、必ずしも、上側側部５の側縁部で支持突片１１の先端を側方から覆う必要も、支持突
片１１と上側側部５の側縁部との間に隙間１３を形成する必要も、支持突片１１の先端を
シール材１２で覆う必要も、排水溝７を上側側部５で密閉状態に覆う必要もない。
【符号の説明】
【００３１】
　　１　　　屋根構造
　　２　　　下地材
　　３　　　屋根板材
　　４　　　側部（下側側部）
　　５　　　側部（上側側部）
　　６　　　重ね部
　　７　　　排水溝
　　８　　　ボルト
　　９　　　ボルトレール
　　１０　　ボルト孔
　　１１　　支持突片
　　１２　　シール材
　　１３　　隙間
　　１４　　突条
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